
 

 

生活科部会 

Ⅰ、研究の概要 

１．研究主題 
 

 

 

 

２．研究目的 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究内容 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

《研究の経過》 

＜平成２２年度～平成２５年度＞ 
『子ども一人一人の気付きの質を高め、 

生きる力をつける生活科の創造』 
〜子どもの思いや地域を生かした 

体験活動を通して〜 
 
 
 

＜平成２６年度～平成２９年度＞ 
『子ども一人一人の気付きの質を高め、 

自立への基礎を養う生活科の創造』 
〜単元構成や支援、評価の 

あり方を通して〜 
 
 
 

＜平成３０年度～令和４年度＞ 

『子ども一人一人が見方・考え方を生かし 

対象への愛着を育む生活科を目指して』 
〜単元構成・学習過程の工夫と 

教師の支援を通して〜 
 

【研究内容１】 

●「出会う・向き合う・振り返る」学習過程 

●「対象に繰り返し関わりながら学ぶ」単元構成 

 

 

子ども一人一人が見方・考え方を生かし、対象への愛着を育む生活科を目指して 

〜単元構成・学習過程の工夫と教師の支援を通して〜 
 

これまでの研究で明らかになったこととして、繰り返し対象と向き合うことで気付きの質の高ま

りが見られたことが挙げられる。また、適切な支援を行えば児童の意欲関心が高まり、対象への愛

着も深まっていった。 

新学習指導要領において、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進めることに

なったが、深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせることが重要となる。生活科の教科目標

にも「見方・考え方を生かし」という記述があり、石教研生活科部会としても見方・考え方をどう

育てていくのか研究する必要がある。 

対象（人・社会・自然）に繰り返し関わり、試行錯誤を行いながら体全体（頭・心・体）で学ん

でいき、自分と対象との双方向性のある活動を構成することで知的好奇心や探求心を生み出す。そ

うすることで、自らの思いや願いに支えられた体験が対象へのより深い理解につながったり、地域

のよさや自然のすばらしさ、自分のよさに気付いたりし、愛着を育んでいくと考える。 

 

 

 〇研究の仮説 

気付きを生み出す学習過程を構成して、体験的な学習

活動を繰り返し行い、児童の気付きを自覚化させる適切

な支援を行えば、意欲や自信をもって考えを表現できる

ようになり、児童の見方・考え方が育ち、対象に愛着を

育むことができるのではないか。 

【研究内容２】 

●気付きをもとに、見方・考え方を 

養うための教師の支援 

教師の言葉かけやコメント、ワークシートや ICT 機器等の活用 

 



 

 

Ⅱ―１.実践研究の経過と成果 
１．中心グループによる実践研究の経過 

４月１５日 石教振第一次研究協議会・第１回生活科部会～研究体制確立・検証授業計画・授業者の決定 
７月２５日 指導案素案検討（授業者・責任者・推進委員のみ） 
９月 ５日 第２回生活科部会～指導案第１次検討 
９月１３日 第３回生活科部会～指導案第２次検討 

１０月 ３日 第４回生活科部会～公開授業参観・事後研 
１０月１４日 石教研第二次研究協議会 
２月 上旬 石教振第三次研究協議会・第５回生活科部会～今年度のまとめ・次年度体制づくり 

 
２．専門部会第二次研究協議会での交流 
（１）専門部会第二次研究協議会での協議内容 
○単元活動計画（１４時間）   「 」→予想される児童の思いや考え 

時数 児童の活動 教師の支援・【評価】・注意点 

１ 

【きせつとなかよし あき】 
・次時の活動の概要を知り、見通しをもつ。 

・ミッションカード（撮影する自然物が書かれてい
るもの）を配り、次時がどのような活動になるのか
具体的に知らせる。 
・デジタルカメラの使い方を教える。 

２ 

【あきを みつけにいこう】（１回目） 
・ミッションカードに書かれている自然物をデジタ
ルカメラで撮影する。 

・ミッションを課せ、達成感が味わえるように支援
をする。 
【思：撮影する対象を探そうとしている】 

１ 
本時 

【なにを かんじたかな】 
・撮影した個々の画像と夏の写真を比較し、同じ所、
違う所に印をつける。（学習用タブレット） 
・タブレットを使って、交流する。 
 

・事前に撮影した夏の写真を提示し、夏との比較が
できるようにする。 
・交流する際、相手が見やすいように拡大機能を利
用するなどの工夫をさせる。 
【思：自分が見付けた自然の変化を、伝えることが
できる】 

２ 

【あきを みつけにいこう】（２回目） 
・１回目の観察とどのような違いがあるのか見付け
る。 
 「葉っぱの色が全然違うよ！」 
 「葉っぱがたくさん落ちているよ！」 
 「どんぐりもたくさんある！」 
・色の変わった葉っぱやどんぐりなどを集める。 

・1回目の観察時との変化を中心に観察させる。 
・一緒に遊びながら活動を支える。 
【知：秋の野原の様子が変わっていることに気付い
ている】 
【主：秋の草花や樹木、虫などに関心をもち、それ
らを観察したり、集めたりしようとしている】 
※落ちている葉や実をとるようにする。 

１ 

【なにを かんじたかな】 
・１回目の観察との違いを発表する。 
・発見した秋を、観察カードに書く。 
・見付けてきた宝物で、どうするか次の活動への見
通しをもつ。 

・１回目と２回目の観察の画像で比較させ、変化に
気付かせる。 
・児童の発言を板書し、活動の方向性をもたせる。 
【知：自然の様子の変化に気付くことができる】 

１ 

【たからもので あそぼう】 
・集めた木の実や葉で、どんなことをしてみたいか
考える。 
 「コマを作りたいな」 
 「葉っぱの王冠がかっこいいな！」 
・宝物で遊ぶ計画を立てる。 

・教科書を参考にし、どのような遊びをしたいか、
何を作ってみたいか、考えさせる。 
・小グループで活動できるように、グループ作りに
配慮する。 
【主：秋の自然物の特徴を生かして、楽しく遊ぼう
としている】 

３ 

【おもちゃをつくって あそぼう】 
・作りたいものを考え、活動への見通しをもつ。 
・自分が作りたいおもちゃを工夫して作ったり、改
良したりする。 
・遊び方やルールをグループで話し合ったり、試し
に遊んでみたりして工夫する。 

・教科書を参照させたり、教師からも作品や遊び方
の提示をしたりする。 
・いろいろ試して遊んだり、改良したりできるよう、
「材料コーナー」を設ける。 
【知：友達のおもちゃの良さに気付くことができる】 
【思：おもちゃの動きを試したり、友達のおもちゃ
と比べたりしながら、繰り返し遊んでいる】 

２ 

【みんなで たのしもう】 
・前半と後半に時間を分け、お店屋さんとお客さん
となって遊ぶ。 

・児童が自分達で活動を進めていけるように計画し、
必要に応じて支援する。 
【主：みんなで楽しく遊ぶために、遊び方を工夫し
ている】 



 

 

１ 

【なにを かんじたかな】 
・写真や動画などをみて、今までの活動を振り返る。 
・活動を振り返って、感じたことや考えたことを教
科書に記入する。 
・感じたことや気付いたことを発表し、友達と交流
する。 

【思：秋と自分達の生活の関わりを友達と伝え合っ
ている】 
【主：自分達の生活が、身近な自然や季節の変化に
関わっていることや、みんなで遊ぶ楽しさを実感し、
毎日の生活を豊かに楽しくしようとしている】 

 
○本時の目標 
・夏と秋の違いを見付け、小さな変化に気付くことができる。【主体的に学習に 取り組む態度】 
・自分が見付けた季節の小さな変化を、友達と比べながら、伝え合うことができる。【思考・判断・表現】 
 
○本時の展開 

〇児童の活動 【評価】〇教師の支援 ※留意点 

○前時の活動から「今は秋なのか、夏なのか」を検証する。 
 「夏です。何も変わっていないからです。」 
 「９月だから秋だよ！」 
「どんぐりが少しだけ落ちていたから、秋だと思います。」 

 「葉っぱも変わらないよ？夏だよ。」 
 
○めあてを確認する。 
 ７がつとの ちがいを みつけよう。 
 
○前時で記録した画像と、夏の写真を比較して、変化がわかる箇所を丸で
囲む。 

 ・どんぐりの大きさ、色 
 ・葉っぱの色 
 ・木全体の様子 
 ・虫 など 
 
○全体交流をする 
 「本当だ！ここが変わった！」 
 「これからどう変わっていくんだろう？」 
 
○個別交流をする（歩き交流） 
 タブレットを持って、自分の発見と友達の発見を交流する。 
 
 
 
○振り返る。 
 ・違いを発見できたか自己評価をする。（ワークシート） 

さらにどのようなことに発見があったのか、気付きや見付けたこと
を具体的に書く。 

  
 
 
○次時の活動への見通しをもつ。 

※子ども一人一人みているものが違う
ため、全ての意見を認める。 

 
 
 
 
○めあてを板書する。 
 
 
○事前に撮影した７月の写真を黒板に
提示する。 

 
○前時に子どもがデジカメで撮影した
画像をタブレットへ移動し、活動で
きるように、予め準備しておく。 

 
○電子黒板に児童の画像を映し、全体
で交流する。 

 
 
○友達との交流後は、一言感想を言う
ようにする。 

【思：自分の考えを伝えることができ
る】 
 
○自己評価させる。（花びらを塗る） 
 ５枚…いっぱい発見できた 
 ３枚…まあまあ発見できた 
 １枚…少し発見できた 
【知：自然の小さな変化に気付くこと
ができる】 

 
○何に注目して観察するか考えさせ、
次の時間への意欲を高める。 

 
【授業者より】 
 児童が自分で見付けたものを、各々が相手に伝える活動ができたという点では、
タブレットの使用は大変有効であったと感じる。夏との比較という点では、比較
する対象を特定していなかったため、比較しきれていないという問題があった。
夏の時点で、子ども達が様々な植物や生物を写真に撮り、季節ごとに比べること
ができたら、もっとたくさんの気付きが生まれたのではないかと考える。 
 その後の学習では、憩いの森の全体を見た児童から「葉っぱが少なくなって
る！」「色が黄色になってるよ！」などの発言もあがり、前時から少し季節が進
んでいることを感じとっているようであった。秋の宝物でおもちゃを作る活動で
は、自分たちで考えた様々なおもちゃを作ることができた。「秋」という季節を
楽しむことができ、子ども達は「秋」に親しんでいた。 



 

 

Ⅱ―２．授業分科会での協議内容 

《責任者より》 
千歳サークルでは２つのことに重点をおいて授業づくりをした。 

➀ICT を活用した単元構成にすること 

 関心をもったものを繰り返し見ることで意欲を高めていくということをねらいとして単元を構成した。 

タブレットを活用することで、随時振り返りを行い、友だちと交流して高めていくことができた。ICT については

８月に１人一台端末が配備された。このことにより、音声入力や写真の拡大機能を活用することで、興味をもって

活動し、友だちとの「気づきの共有」を深めることができた。 

②児童の生活に基づいて、様々なものへ対しての見方を変える授業にすること 

自分なりに表現したことを共有して、友達の気づきや発見をしていくことを重点とした。教師側の声掛けについ

ても、子どもたちの考えを揺さぶる発問をすることができた。葉っぱの色が変わったことや様子が変わったと思え

る児童が多く出るよう教師側の声掛けを意識して行った。 

《授業者より》 
授業を組み立てるということだけでなく、いろいろパソコンを使うということにより、自分のスキルアップだけ

でなく、児童にもいい経験をさせることができた。こういう力を付けさせたいいという思いと自分の思いを表現す

ることを、パソコンを使うことによりいろんな表現ができるという自信を付けさせたいという思いで授業をした。 

一人１台端末によって、いままでのやり方では、なかなか文字にはできず、発表することができなかった児童に

とっても、タブレットを使うことによって、普段文字をあまりしないという児童にとっても、パソコン上で文字を

使っていることができていて、意欲向上につながったと言える。 

さらに「葉っぱの色が変わったね」などと、いろいろな子どものいろんな声が聞けたので良かった。 

今後、子どもたちは、おもちゃ作りという単元で学んでいくのだが、今回のことが活きてくるだろうと思うので、

今後も端末を使った授業づくりを展開していきたい。 

 

《討議》 

討議の柱 １ 対象への小さな発見に対する気付き  繰り返し関わることで対象へつながっているか。 

２ 個々で ICT端末を使うことで、見方考え方を発見することにつながったか。 

 
・夏の写真を出しながら比較していて良かった。子どもたちは撮った写真に丸をしていた。黒板との比較していた

ようだが、夏と秋との両方を比較するという形になっていなかったのが気になったが、子どもたちは自分との記憶

などとの比較ができていて良かったと思う。 同じところを撮影していたら もっと面白くなったのではないかと

思う。具体的な写真を用いることで効果的だった。 

・季節というのは日本人にとっては、葉っぱの色が変わるなど季節の変化を感じるのだろうと思うのだが、ここが

変わったというその子の季節感や情緒を育てると思うので、繰り返しという活動は、本当に子どもの成長につなが

るのだろうと思えた。これから身に付けていくのだということからも、やはり繰り返しが必要。 

・「見方を変えたりくりかえしたり」という何回も同じことを繰り返すことで、気付きを見出すということが、授業

の中で、自然と表れていた。やはり繰り返し触れさせるということが基本である。 

・江別は、具体的には捜査の練習の真っ最中だが、撮影などは、すぐできそうなのですぐ使っていきたいなと思っ

ている。表現することが苦手な子にとって、とても効果的だと思う。 

・単元の構成の中で、繰り返しが表れていた。繰り返しの場面が整理されていた。気付きのワークシートが主だっ

たと思うが、ICT が低学年でも使うようになって、繰り返し扱えるようになった。低学年でも表現が弱い中ではあ

るが、１年生から積み上げていって、今後色々な実践があって、どんどん表現するということに関わって、実践が

積み上げられていくのだなと思った。 

・「どこが違いましたか」という発問だったが、「新しい発見は有りませんか。」という発問の方がぴったりだったの

かなと思う。 

・いろいろな発見があった。対象に関わる繰り返しの大切さが改めて確認できた。「見方・考え方を養う」とあるの

だが、生活科に限らず、活用をどんどん進めて、私たち自身もそういうものに能動的に関わることが今後必要なの

だと思う。 

・タブレットを効果的に活用していた。書くのが苦手な子どももタブレットを使うことで表現できていた。自分の

考えを表現するということが、とても素晴らしい。７月との比較 同じところを撮影していたら、もっと面白かっ

た。どうしようかなと従来思っていたことが、今回タブレットが導入されたことで、効果的になってきたと言える。 

・比べるというところで、見比べるというのはタブレットでは難しいので、デジタルとアナログをうまく併用して

いくことがこれからは必要だと思う。 

・ジャムボードでは、一人ひとりでなく、グループにすると、気付きからより交流がさらに深まるのかと思う。 

 



 

 

Ⅱ―３．専門部会第二次研究協議会での交流会 

 

 市町村レポート交流 

 

 〈江別〉 「 きせつと なかよし はる なつ 」  （１年） 

        授業者  石郷岡 史衣 教諭（江別市立東野幌小学校） 

 

春や夏の自然を観察したり、自然物を使って遊んだりする活動を通して、春や夏の特徴や違いを見つけるこ

とや、それらを使って遊ぶ方法を考えたり、遊びを楽しく工夫したりする学習である。本時では、水遊びの体

験を通して、子どもたちが、身近なものを使ってできる遊びのおもしろさに気付いたり、より楽しめるように

使う道具を工夫したりする姿が見られた。 

「出会う・向き合う・振り返る」の学習過程を３回繰り返す中で、子どもたちが「次にどうするか、どうし

たいか」を考えることができるように授業を組み立てた。具体的な手立てとしては、水遊びに使う道具を、段

階を経て提示した。教師側が、明確な意図をもって種類の違う道具を準備しておいたことが、１時間の活動で

子どもたちの興味が途切れることなく夢中で活動することにつながった。本時の中でＩＣＴを活用する場面は

ないが、子どもが自分で考え、体験することができる授業となった。 

今回の水遊びは、みんなで的あてを楽しむ活動がメインとなっていた。どうしたら的に良く当てられるのか。

子どもたちは、いろいろな容器を使って試す中で、「入れ物の先の穴が１こだと思うように飛ばしやすい」「押

したときの柔らかさや大きさによって、うまくできるものがある」など、気付いたことを友達と交流しながら

活動していた。本時の中では、子どもたちの感想を交流する場面は設けられていないが、次の時間に子どもた

ちが感想を伝え合う場を設定した授業であった。 

 今回は、先生と個々の子どもたちのやりとりを中心に活動が進んでいった。授業の参観者から、気付きの質

や、知識技能の高まりという綿で考えると、１時間の中にグループの活動もあってもよかったのではないかと

の意見が出された。授業者からも、「子どもたちの発達段階を見ながら、今後の活動に取り入れていくことも

考えていきたい」とのことだった。 

 

 

 〈恵庭〉 「 きれいにさいてね わたしの はな 」  （１年） 

        授業者  青木 知美 教諭（恵庭市立恵み野小学校） 

 

 アサガオを主とした植物のお世話や観察の中で、日々の変化に気付き、発芽や開花の喜びを友達や家の人に

伝えたり、観察シートに表したりする活動を通して、植物への愛着を育み、種が取れるまでお世話を続けるこ

とができた自分のよさや成長にも気付くことを目指した学習である。 

 本時では、これまで大切に育てたきれいな花を残すことができないかを考え、押し花遊びを行う授業であっ

た。電子黒板やクロームで押し花の手順を確認しながら押し花作りに取り組み、押し花が完成したら何に変身

させたいかを考えた。 

  盛りだくさんの内容が、１単位時間におさまった理由を授業者にたずねると、子どもたちがグループ内で

助け合ったことが一番の理由とのことであった。作品の見本を、あらかじめタブレットに入れておくことで、

子どもたちが自分のタイミングで確認できることも効果的であった。対象と向き合う段階から、グループ活動

を取り入れることで、1 人では難しいことも体験することができでいた。また、自分たちが育ててきたアサガ

オなどの花の成長を喜び、育て続けてきた自分たちの頑張りを振り返る場面では、これまでに撮影してきた写

真をタブレットにおさめていたことが、効果的であった。さらに、参考とすべき手立てとして、必要なときに

アサガオが開花していないことも想定して、アサガオ以外の植物も育てていたことが挙げられる。自分たちが

世話をすることで、色とりどりの花を咲かせられたことも、意欲の高まりにつながっていた。 

 

 

 



 

 

 〈石狩〉 「 きれいにさいてね わたしの はな 」 （1年） 

        授業者  大石 昴卓 教諭 （石狩市浜益小学校） 

 

 アサガオなどの植物を育てる活動を通して、植物が育つ場所、変化や成長の様子に関心をもって働きかけ、

育てている植物に合った世話の仕方や植物が自分と同じように生命をもっていることや成長していることと、

その大切さに気付かせることを目的とした学習である。 

 本単元は、アサガオだけでなくキュウリやマリーゴールドなど他の植物を並行して育てることで出会いの場

を複数回設定し、観察した記録を最後に紹介動画としてまとめ、発表会を開くことで締めくくられている。１

年生が４名という小規模校での活動は、教師が 1人 1人にじっくり向き合うことができる反面、子どもどうし

の交流する人数が限られ、その中でも個々の学力差が大きいなど、交流活動においては、工夫が必要になるが、

そこを解決するためにＩＣＴが活用された。 

 具体的には、植物を育てる中で感じたことや気付いたこと、教師とのやりとりを録音するために、子どもた

ちがボイスレコーダーを活用した。書くことに苦手意識や抵抗のある子どもへの手立てとして、大変有効であ

った。録音した内容を後から聞くことができるため、自分の声や動画を活用して観察カードを書くことができ

るので、子どもたちが積極的に取り組み、しっかり達成感や満足感を感じることができた。 

 実践紹介後に寄せられた、「観察記録の画像の編集などに、教師の支援が多く必要になるのでは」との質問

には「児童数が少ないからできたということ面は確かにあるが、スライドを活用したり、グループでの活動に

したりすることで、人数が多くても実践は可能になるのではないか。」と回答された。また、授業者から「Ｉ

ＣＴを活用したことで成果はあるが、活用場面で時間をかかることが課題。何か一つにこだわることなく、表

現方法は子どもや活用場面にふさわしいものを、その都度考えていく必要がある。」と述べられた。 

 

  〈北広島〉 「 めざせ 生きものはかせ 」 （２年） 

授業者  矢持 達也 教諭（ 北広島市立大曲東小学校） 

 

 この単元では、学校の周りで見つけた生きものの中から、自分たちで飼いたいものを決め、世話をする活動

を行った。２週間という限られた期間、どんなえさやすみかを用意するとよいかを調べたり、話し合ったりし

ながら、生きものを大切に「生かす」ために、子どもたちが考え、世話を継続していった。 

  全ての学習でワークシートを活用した。また、1 時間ごとに「ハンドサイン」「まんぞくはしご」などで

必ずふり返りを行ったことが次の学習にもつながっていた。くり返して継続したことで、ワークシートに書か

れる内容もかなり詳しく変化していった。 

本活動で特筆したいことの一つに、生きものを育てる期間をあらかじめ 2 週間と決め、生きものを大切にす

ることを考えて授業が作られたということがある。生きているものを毎日世話するという関わりの中で、責任

をもって命を預かるという意識をもつことができたのではないだろうか。 

さらに、実践紹介の中では、NHK for School の「ものすごい図鑑」、100 円ショップの観察グッズ（ダンゴ

ムシ、小魚、ありの巣など）、毎日の観察の気付きをその場で残しておくためのホワイトボードの活用など、

実際に授業の中で活躍した様々な役立ちグッズや手立ても紹介された。その後の交流では、出会う段階で、対

象に興味をもたせるために映像を使うことについて、「子どもたちが動画で得た情報を理解しないままに自分

の知識としてしまう危うさがあるのではないか。」との意見が出され、他の教科や単元においても参考とすべ

きものであった。 

  

《市町村交流全体を通して》 

 

市町村交流全体を通して、成果として、以下の点があげられる。 

○目的に合わせて、どの場面でどのように ICTを活用していくことで、どんな効果が得られるのか。実践の交

流を通して、成果や課題について共有することができた。 

○「出会う・向き合う・振り返る」の学習課程を繰り返し行うことで、多くのことに気付くことができ、対象

への愛着を育むことにつながっていくことがわかった。 



 

 

Ⅲ．教育課程の研究 
今年度は、改定された新学習指導要領における教育課程の展開編の単元一覧や指導計画を実施する

３年目である。新型コロナウイルス感染症の広がりにより、各校で本来の教育課程を推進していくこ
とが難しい状況となっているが、本来の教育課程の推進に向けて様々な工夫を凝らしていることが伺
える。子どもの学びを保障するよう、引き続き調整し、訂正しながら今後に向けて改善していきたい。 

 

Ⅳ．実技研修会 
 

「個別最適な学び」の実現に向けて、一人一台端末を活用した 

生活科授業の在り方を学ぶ」 

 
講師 安井 政樹氏  札幌国際大学 スポーツ人間学部 スポーツ指導学科 准教授 

 

１． 研修の内容 

石狩管内において、「一人一台端末」の本格的な

運用が始まった。しかし「授業においてどのよう

に活用するか」「活用することでどのような力を育

成することができるか」という点については未知

の領域が大きい。 

 

 今年度は講師に安井氏をお招きして実技研修会

を開催した。タブレット端末の活用について、黎

明期は「Know-How（どのように使うか/何を使う

か）」を優先してしまいがちになり、「タブレット

端末を使うことが得意な人」と「そうではない人」

との分断が生じやすい。「Know-Why（何のために活

用するのか）」に思いを巡らせ、タブレット端末の

活用が児童のどのような力を育むことにつながる

のかを考えていきたい。 

（安井氏のスライドから引用） 

 

 

 

 

 

 

 

２． 研修会の成果と課題 

部会員へのアンケートからも、今回の実

技研修会が有意義だったことが伺える。 

また、参加した部会員からは「自校に安

井氏を招き、さらに話を聞いてみたい」と

いう声も挙がっていた。 

本研修会を通して、「生活科という教科

では、『ワークシート』を用いる際は『紙』」

という我々のマインドが大きく変わる可

能性が示唆された。繰り返しになるが、「児

童のどのような力を育成したいか」が主目

的であり、そのためにタブレット端末をどう活用していくことができるかを考えていくことが、部会の

命題となりそうだ。 



 

 

Ⅴ．部会研究の成果と課題 
 

１． 成果 

 
本年度は、コロナが蔓延する中での研究ではあったが、従来の研究体制に近づけるべく、集って授業検

討をしたり、各市町村での授業公開を実施したりすることができた。本年度は、研究最終年度であり、「子

どもが学びの主役となる生活科を目指して」という主題のまとめの年となった。また，研究内容の中に、

ICT活用に関する文言を載せ、次年度からの新しい研究に向けて、各々が実践を行った。 

 

研究内容①の「出会う・向き合う・振り返る」学習過程と「対象に繰り返し関わりながら学ぶ」単元構

成については、各市町村とも意識的に取り入れて実践していた。「出会う・向き合う・振り返る」をスパイ

ラルのように繰り返すことで児童の思考がさらに深まったり、気付いたことをより多く表出できるように

なったりしたという報告があった。 

 

研究内容②の「気付きをもとに、見方・考え方を養うための教師の支援」においては、各市町村の実践

の中で様々な工夫が報告された。教師の支援というと授業場面や授業以外での声かけやワークシートへの

コメント等が挙げられるが、今年度は ICT 機器の活用を支援として取り入れる事例が多く見られた。子ど

もの気付きを高める教材としての活用方法や、様々な情報を集める資料とするなど、多様な使い方が取り

入れ垂れた実践交流となった。 

 

 

２． 課題 

 
今年度は、各学校・市町村に一人一台端末の導入が進み、生活科の中でも ICT 機器の活用をどう進めて

いったら良いか模索する年となった。 

今回の研究主題では、「子ども一人一人が見方・考え方を生かし、対象への愛着を育む生活科を目指して

〜単元構成・学習過程の工夫と教師の支援を通して〜」という研究主題を達成していくために、学習過程

や単元構成を工夫していくことに加えて、教師の支援の仕方の工夫を模索してきた。教師の言葉かけや、

場の設定、ワークシートへのコメントの視点など、様々な成果が上がる一方で、今後は一人一台端末の効

果的な活用について考えていくことは欠かせない。しかし、ICT機器の活用がメインとなるのではなく、子

ども達の気付きの質を高めていけるための手立ての一つであるという認識を改めて確認し、次年度以降の

研究へと繋げていきたい。 

 

（文責 吉田 聡史） 

 

                         


